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１．はじめに

現在の学校体育は、産業社会から脱工業社会に移行

した昭和50年代から、ホイジンガ（1963）やカイヨ

ワ（1970）のプレイ論に基づいた運動の機能的特性を

中核とする「楽しい体育」による学習が構成されてい

る。カイヨワは、人間の欲求やプレイに向かう原動力

によってプレイを分類しており、その中で跳び箱運動

は、物的障害（跳び箱の高さ）に挑戦する克服型と観

念的基準（新しい跳び方など）に挑戦する達成型のア

ゴンの運動として位置づけられている。このため学校

現場では、「易しい（とされている）低い跳び箱や技

から、徐々に難しい（とされている）高い跳び箱や技

へ挑戦する」というような授業が多々展開されており、

教師は子どもたちに跳びこす喜びを感じさせようと指

導を行っていると言えるだろう。

ここで注目されたのが、向山洋一による「教育技術

法則化運動（以下、法則化運動と表記）」である。向

山（1982）の『跳び箱はだれにでも跳ばせられる』で

は、腕支持をする際に、「手でかくように」して肩を

前に出し、障害物を後ろに押しやることによって、か

らだの前への移動を行うという体重移動技術を中核と

しながら、段階的な指導方法によって、どの子どもで

も跳び箱を跳びこすことができるとしている。向山の

考え方や指導方法は、教師にとってわかりやすく、子

どもに提供しやすいということから学校現場に積極的

に取り入れられた。

このように、「跳びこす」ことが大切であり、でき

るからこそ楽しいという運動の捉え方は、運動を実体

的に捉え、目的合理的・効率的に獲得するといった

「規範的パラダイム」が背景にあると考えられる。し

かし、本来の機能的特性は、人間と運動との関係から

生まれる文化的な価値（おもしろさ）を味わうという、

「解釈的・批判的パラダイム」（藤田，1995）から運動

が捉えられている。つまり、「規範的パラダイム」に

傾斜することは、機能的特性の本来の運動の捉え方と

はずれを生じており、また子どもにとっても、楽しみ

ごとではなく解決すべき課題として位置づいてしまう

恐れがあると考えられるのである。機能的特性の原点

に立ち返ると、跳び箱運動では跳びこすという結果で
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要 旨

本稿では、跳び箱運動における障害物克服のための技能を見直すために、文化的な価値を味わうための技能

について検討し、跳び箱運動の文化的な価値と運動技能の関係性について明らかにすることを目的とした。

その結果、跳び箱運動とは、支持によって生まれる空中局面を味わうことが文化的な価値であると整理され

た。また、向山の「教育技術法則化運動」を批判的に捉えながら、文化的な価値と支持の関係の検討から、①

支持とは左右軸回転を生み出す機能として働くということ、②支持のためには「しめる（働きかける）－緩め

る（働きかけられる）」ことが大切であるということ、③「しめる－緩める」の切り替えが起こるような「間」

づくりの機能が不可欠な要素であることが明らかにされた。この3つの視点を持ちながら、運動状況の設定、

子どもの運動を観察することで、局面のおもしろさを味わうことが可能になると考察された。

＊ 三重県四日市市立内部東小学校

＊＊ 三重大学教育学部

＊＊＊ 三重県津市立南が丘小学校



はなく、跳んでいる運動過程の出来事に着目する必要

があるだろう。

そこで本研究では、跳び箱運動における障害物を克

服するための技能を見直すために、文化的な価値を味

わうための運動技能について検討し、さらに、跳び箱

運動の文化的な価値と運動技能の関係性について明ら

かにすることを目的とする。

２．研究の方法

（1）「解釈的・批判的パラダイム」から捉えた跳び箱

運動の文化的な価値を整理し、法則化運動の跳び箱

運動との相違点を、跳び箱運動の源流や器械の意味、

着手の役割という視点から比較する。

（2）M大学教育学部の専門科目である「体育教材研

究演習」で行われた跳び箱運動の事例を、「授業実

践（関与観察）－記録－記述－解釈」（本山，1999）

という一連の調査行為からなるエスノグラフィー

（民族誌）の方法を用い、跳び箱運動の文化的な価

値を味わうための「支持」について明らかにする。

（3）跳び箱運動の文化的な価値と運動技能の関係性に

ついて考察する。

３．跳び箱運動の文化的な価値からみた腕

支持の機能

体育で取り扱われている跳び箱運動とは、どのよう

な運動なのだろうか。文化として受け継がれてきてい

る運動は、人間とその周囲の他の状況と関わりながら、

たえず変容を重ねてきているが、佐伯（1999）は、カ

ルチュラル・コンテクスト（文化的脈絡）をつかむこ

と、森島（2006）は歴史的不変更である「文化的特性」

を導き出すことで、運動の文化的で中心的な価値を明

らかにする手がかりになると述べている。また、生田

（1987）は、わざの「世界全体の意味把握とは、自ら

が潜入している空間に存在する有形、無形の事柄の意

味関連を身体全体を通して把握すること」であると述

べており、伝承されている形だけではなく、そこに先

人が込めた意味まで味わい、受け継ぐことの大切さを

示している。そこで、金子（1987）、稲垣（1987）を

もとに、跳び箱運動の歴史と、そこで大切にされてき

ている文化的な価値について整理する。

跳び箱運動の歴史について概観すると、跳び箱運動

の源流には2つの流れがみられる。1つは、誕生した

ころのトゥルネン（ドイツ体操）やスウェーデン体操、

デンマーク体操で行われていた跳び箱運動のように、

跳び箱を体力づくりや多様な運動訓練のための器械・

器具とみなし克服することが目的とされた運動である。

もう1つは、子どものプレイやトゥルネンの中から発

展してきたような馬とびや乗馬術という巧技として色々

な跳び方を楽しむ運動である。プレイや巧技としての

ドイツ体操のように、心身鍛錬から徐々にスポーツと

して扱われるようになった跳び箱運動は「支持跳躍運

動」と言われる、足で踏み切って手で支えるという機

能を前提として成立している運動である。

支持跳躍が特徴である跳び箱運動の過程は、ただ

「跳びこす」という単独の運動構造ではなく、図 1の

ような基礎構造から成り立っている。また、①助走、

②踏み切り、③第一空中局面、④着手（腕支持）、⑤

第二空中局面、⑥着地の6つの運動が、一連の流れの

中で密接にかかわり合いながら構成されている運動と

されている（長野，1996）。

さらに、現在にまで伝承されてきている跳び箱運動

は、〈切り返し系〉と〈回転系〉という、大きく2つ

の型に分類されている。〈切り返し系〉では、③第一

空中局面で行われている前方の左右軸回転を、④着手

によって⑤第二空中局面を後方の左右軸回転とするの

に対し、〈回転系〉では、③第一空中局面の前方への

左右軸回転を④着手後の⑤第二空中局面も続ける運動

である。この2つの型の違いは、腕支持からの第二空

中局面の跳躍姿勢の違いにみられると言えるだろう。

そして、相馬は、「今日の跳び箱運動は、支持跳躍運

動と言われ、雄大で安定した第2飛躍局面が求められ

るのである。言い換えるならば、跳び箱運動は、第 2

飛躍局面にその技の成果を示すように跳び越さなけれ

ばならないもので、第2飛躍局面を、主要局面とする

ものである」（相馬，1992，p.244）と述べ、2つの空

中局面の中でも、第二空中局面に焦点を当てていくこ

との重要性を述べている。

現在、学校体育で行われている跳び箱運動は、訓練

を主な目的としていたドイツ体操・スウェーデン体操・

デンマーク体操と、生涯スポーツの視点から運動が捉

えられている（堀江ら，2007）。この2つの流れを明

確に区別せず、混同して扱われていることによって、

跳び箱を障害物と見立て、障害物を克服することが本

質である克服スポーツとして認識されている（相馬，

1992，p.243）。言い換えると、支持跳躍による第二空

中局面という文化的な価値が大切にされず、手をつい

て跳びこすことに終始する学習が展開されてしまうの
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図1 跳び箱運動の基礎構造（金子，1987，p.54）



である。

一方で、文化的な価値を味わうという立場から捉え

た跳び箱運動では、第二空中局面の雄大さや豊かさを

中心に据えた運動過程を大切にしている。そして、跳

び箱を空中局面へ誘う器械として捉え、腕支持は大き

な運動量を受け止めるとともに、第二空中局面に向け

てからだを上方へ跳ね上げるという役目（「手でジャ

ンプ」することでからだを空中へ投げ出す）を負って

いるとみる必要があるだろう。つまり、跳び箱運動で

は、跳びこすという結果ではなく、第二空中局面の雄

大さという過程に文化的な価値があり、結果として

〈切り返し系〉や〈回転系〉の技が価値あることとし

て伝承されている。そのため、教師は、子どもたちに

この意味が生まれてくるような状況づくりや働きかけ

が大切であると言えるだろう。

しかしながら、向山（1982）が提唱する法則化運動

をもう一度みつめ直してみると、跳びこすという事実

のみがピックアップされ、第二空中局面を豊かにする

という文化的な価値として、受け継がれている視点が

抜け落ちていると言えるのではないだろうか。そして、

跳び箱を障害物とみなし克服しようとすることによっ

て、腕支持はからだを前方に運ぶための体重移動の役

割として機能していると言えよう（表1）。

４．大学生を対象とした跳び箱運動の事例

本稿で取り上げる跳び箱運動の事例は、M大学教

育学部において2008年度後期に開講され、教育学部・

教職に関する科目である「体育教材研究演習」で行わ

れたものである。事例の詳細と検討方法は次の通りで

ある。

日 時：2008年12月2日（火） 14:30～16:10

場 所：M大学第一体育館

運 動 者：M大学大学院1年生 1名

M大学教育学部4年生 5名

M大学教育学部3年生 2名

助 言 者：助言者A（M大学教授）、助言者B（M大

学准教授）、助言者C（大学院1年生）

運 動：連結跳び箱（図2参照）

記録方法：連結跳び箱の運動過程や試技者と助言者の

やりとりが見られるような視点からデジタ

ルビデオカメラ SONY DCR-TRV70を

使用して撮影する。

記述方法：連結跳び箱の運動過程を助言者Cによっ

て収録したビデオ記録から運動過程を写真

で切り取る。

解釈方法：試技者の運動過程を特徴ごとに分類し、そ

の運動過程がどのような指向性をもってい

るのか、そのときの器械や支持の役割につ

いて検討する。

考察方法：解釈を基に、文化的な価値が生み出される

支持の役割について考察する。

「体育教材研究演習」では、「これまでの教材研究・

運動実践・教育実習で得られた経験をもとにし、小学

跳び箱運動における文化的な価値と運動技能の関係性
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表1 2つの立場からみた跳び箱運動・腕支持の意味

文化的な価値としての跳び箱運動 向山の法則化運動

背 景 プレイ・ドイツ体操を基にした巧技 巧技と訓練としての跳び箱の混同

運動の意味 第二空中局面の豊かさ（過程） 障害物を跳びこすこと（結果）

腕支持の意味 からだを上方への跳ね上げ 体重移動

図2 連結跳び箱



校体育の諸場面を対象とした『自らの問題』を探し、

それを受講生で共有しながら、小学校体育授業の計画、

方法、教材開発、授業研究等のあり方を探求する」こ

とが目的として掲げられている。授業実践記録やテー

マに基づく問題提起を担当者が作成し、受講者全員で

共有する中で、「『授業の意味解釈（｢何を、どのよう

にみればよいのか｣という観察の視点）』の形成」が目

標とされている授業である。

この授業の中で、現在の学校体育で行われている跳

び箱運動が、跳びこすことが目的となり、跳び箱でもっ

とも重要とされる腕支持が、体重移動や安全な着地の

ための技術となっていることに問題意識をもち、跳び

箱運動についての検討を行った。検討は、図2のよう

な場を用いて、運動実践を通して行った。

この場の特徴は、図2に示したように、6つの運動

構造からなる非循環運動である跳び箱運動を循環運動

としたことにある。運動は、準備局面、主要局面、終

末局面という3分節からなるが、循環運動とは、終末

局面と次の導入動作が「中間局面」として1つに融合

されることに特徴がある（マイネル，1981）。連結跳

び箱では、1つ目の跳び箱の着地と2つ目の跳び箱の

踏み切りという、独立した2つの運動をスムーズに融

合させることが求められる〈踏み切りII〉。

すなわち、〈踏み切りII〉を正確かつ、強く踏み切

るためには、〈第二空中局面I〉から安全に着地する

ことだけでは成り立たない運動状況と言えるだろう。

そして、正確に強く踏み切るためには、前方の左右軸

回転を〈腕支持I〉の突き放しによって、後方の左右

軸回転にしなければならないこと、跳び箱の〈第二空

中局面I〉が、雄大になるということが不可欠になっ

てくる場と考え設定した。

５．立ち現れてきた3つの跳び方（タイプ）

とそれぞれの運動・器械の意味

図2の場で行った跳び箱運動の形態を分類すると、

3つのタイプに分けることができる。

1つ目のタイプは、跳び箱を障害物として捉え、跳

びこえることを目指して跳躍しているタイプである。

写真1では、勢いのよい助走、強い〈踏み切りI〉、

上体を前に送ることを助ける〈腕支持I〉によって、

1台目では、スピード感のある跳びこしとなっている

が、〈腕支持I〉による切り返し運動が弱いために、

勢いそのままに〈踏み切りII〉へ入っており、踏み

切り姿勢が取れていない。つまり、着地と踏み切りが

スムーズに融合されていないとみることができる。写

真2では、2台目の跳び箱も跳びこそうとする意思は

あるが、写真1と同様の運動過程を踏んでおり、〈踏

み切りII〉が正確に強く行われていない。そのため

に、これまでの勢いが消え、その結果、〈腕支持II〉

では、体重移動によって前方へ運ぼうとしている。写

真3では、〈踏み切りII〉を見据えて、助走から〈踏

み切りI〉、〈第一空中局面I〉の勢いを抑えながら入っ

ているが、〈腕支持I〉が切り返しを生む機能として

ではなく、上体を前方へ運ぶ機能であるために、前方

へ低い〈第二空中局面I〉となり、その結果、余裕を

もてずに〈踏み切りII〉に入っていると言えるだろ

う。〈踏み切りI〉のように強く踏み切ることができ

ていないことで、〈腕支持II〉の体重移動によって2

つ目の跳び箱を跳びこえているとみることができる。

2つ目のタイプは、写真4のように、〈第一空中局面

I〉を重視した跳び方である。〈踏み切りI〉において

上方へ跳び出すことによって、大きな前方の左右軸回

転を伴った〈第一空中局面I〉が生まれている。しか

し、 この大きな〈第一空中局面 I〉によって、

〈腕支持I〉の機能が運動を受け止め、安全に着地す
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写真1



るということだけになっており、〈第二空中局面I〉の

雄大さが生み出されずに、小さくなっている。その結

果、着地と踏み切りの融合がうまくできていないため

に、〈踏み切りII〉に対応できずに崩れてしまっている。

3つ目のタイプは、腕を先行させ、からだ全体で前

転運動を生み出そうとしている第一空中局面（写真

5）と、第一空中局面の前転運動を腕支持の瞬間に後

方への左右軸運動へ切り返している（写真6）という

違いがみられるが、〈第一空中局面I〉、〈第二空中局

面I〉ともに大きく、2つの局面を大切にしている跳

び方である。〈踏み切りI〉からの前方への左右軸回

転が生まれ、さらに〈第一空中局面I〉から〈腕支持

I〉による突き放しによって、前方の左右軸回転が、

後方へ切りかわっており、大きな〈第二空中局面I〉

が生まれている。そのため、徐々にからだが起き上がっ

ており、〈踏み切りII〉に余裕をもって入っているよ

うにみえる。そのために、1つ目、2つ目双方の跳び

箱における、踏み切りから第一空中局面に入る姿勢や

跳び箱運動における文化的な価値と運動技能の関係性
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写真2

写真3
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勢いがほぼ同様となっている。

上記の3つのタイプを、運動者がどのような指向性

をもっているのか、またそのとき、ロイター板や跳び

箱の器械がどのような存在であるのかを表2に整理を

した。

タイプ1では、現在の機能的特性で捉えられた克服

としての運動であり、向山の考えが具体化されたとき

の姿であると考えられる。また、タイプ2のように

〈第一空中局面I〉を大切にした跳躍も、できるだけ

跳び箱の遠くへ腕支持することによって跳びこすこと

が容易となるという障害物克服の捉えが背景にあると

考えられる。または、空中局面のおもしろさを味わお

うとしているものの、それは、1つの空中局面からな

る運動（トランポリンなど）の価値であり、2つの空

中局面が特徴である跳び箱運動のおもしろさには触れ

ていないと考えられる。

それに対し、タイプ3では、ロイター板・跳び箱と

もに、運動者を空中局面のおもしろさへ誘う器械とし

て捉え、また腕支持では、跳び箱を突き放し、大きな

空中局面を生み出そうとしている。この腕支持とは、

跳びこすことを達成するためではなく、大きな空中局

面に待っているおもしろさを味わおうとするための技

術として機能していると考えられる。

６．空中局面を生み出す「支持」運動

それでは過程としての空中局面のおもしろさに触れ

るためには、どのような視点が大切なのであろうか。
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写真5

写真6

表2 跳躍のタイプ別にみた運動・器械の意味

タイプ1 タイプ2 タイプ3

ロイター板の意味 跳びこすための補助 第一空中局面を生み出す 第一空中局面を生み出す

跳び箱の存在 障害物 おもしろさを生み出す器械 おもしろさを生み出す器械

運動の価値 跳びこえること 空中局面の雄大さ 空中局面の雄大さ

腕支持の意味 体重移動 運動を受け止める 第二空中局面を生み出す



そこで、第二空中局面を生み出すために不可欠な突き

放しによる腕支持の技能、加えて局面を生み出すこと

では同様に不可欠な踏み切り（足支持）の機能につい

て考察することとする。

（1）左右軸回転を生み出す支持

これまで述べてきたように、跳び箱運動とは、単な

る跳びこすという跳躍運動ではなく、前方・後方の左

右軸回転から成り立っている運動である。さらに、第

一空中局面の前方の左右軸回転から第二空中局面の後

方への左右軸回転へ変化させる〈切り返し系〉では、

腕支持は重要なポイントを担っていると言えるであろ

う。これは、写真1、写真2、写真3の〈腕支持I〉の

ように跳び箱を跳びこえるために、からだを前方に移

動させる、あるいは、写真4のように大きな運動を受

け止め、安全に着地するための機能とは、大きく異な

り、空中局面を味わうためには重要な視点と言えよう。

これまで、腕支持に注目してきたが、踏み切り（足

支持）動作も同様のことが考えられる。写真1、写真

2、写真3のように障害物を跳びこえるための勢いと

力強さだけが、踏み切り（足支持）では必要とされる

のではなく、前方への左右軸回転を生み出す機能とし

て位置づいていることを押さえておかなければならな

いだろう。写真5、写真6の〈第一空中局面I〉から

〈腕支持I〉をみてみると、からだが地面と平行となっ

てから腕支持を行っている。これは、空間を平行移動

しているのではなく、軸回転を空中で行っていると言

える。

（2）からだのしめによって生まれる突き放し

次に、第一空中局面の前方の左右軸回転を後方の左

右軸回転に切り返すために、腕支持では「突き放し」

という技術が必要とされている。この突き放し技術が、

どのように生まれるのか考察していくこととする。

突き放し動作に類似した運動であるのが、踏み切り

動作である。そのために、まずロイター板（≠踏み切

り板）での踏み切り動作に触れておくこととする。ロ

イター板による踏み切り（足支持）動作は、通常の地

面での跳躍と大きく異なる。通常の地面での跳躍動作

は、地面に対して意識的に働きかけ、蹴ることで上体

が空中へ投げ出されるのに対して、ロイター板を使っ

た跳躍では、ロイター板を蹴るのではなく、ロイター

板に運動者が働きかけ、その後のロイター板からの働

きかけによって空中へ投げ出されていくのである。ロ

イター板からの働きかけをからだで受け止めるために

は、からだを緊張させ、「しめる」ということが不可

欠となってくるのである。写真1、写真2、写真4の

〈踏み切りII〉をみてみると、ロイター板からの働

きかけをからだが受け止めることができないために、

膝が折れてしまい、前方へくずれているとみることが

できるのである。

つまり、第一空中局面の運動を受けとめ、大きな第

二空中局面を生む腕支持においても、第一空中局面か

ら腕支持にかけてからだをしめ、跳び箱に働きかける

ことによって、跳び箱が第二空中局面に投げ出してく

れる（突き放たれる）のである。

さらに言及すると、「しめる」ためには、反対に

「緩める」ことが大切となってくると言える。生理学

的にみてみると、筋肉の筋繊維を1つ取り出せば、働

くか働かないかのどちらかであり、働くときは全力で

働き、休む時は完全に休むために、中途半端に働くこ

とはあり得ない（羽鳥，2004，p.35）とされている。

すなわち、からだが緩んでいる（多くの筋繊維が休ん

でいる）ことによって、次の運動では、新しい筋肉が

より多く参加できることとなり、動きの力強さや可能

性が豊かになるのである。これは、「無理をしなけれ

ば無理ができる」（羽鳥，2004，p.35）、「緩むからこ

そ次なる飛躍ができる」（羽鳥，2004，p.36）という

ことである。

このようなことから、ロイター板によって空中へ投

げ出された第一空中局面では、からだが緩む、解放さ

れるということによって腕支持における突き放し（し

める）が生まれ、第二空中局面で再び解放されていく

のである。つまり、「しめる（緊張）－緩める（解緊）」

ことによって生まれる局面が、先人が残してきた文化

的な価値と言えるが、一方では、写真1でみられるよ

うに、からだが空中へ投げ出され、身をあずけること

は、大変不安定な出来事であるために、からだが緊張

し、恐怖を感じることも多々みられるのである。

（3）「間」づくりとしての支持

これまで、「しめる－緩める」ことによって、前方

から後方への左右軸回転への切り返しが起こり、大き

な空中局面を生み出すと述べてきたが、大きな空中局

面とは、「しめる－緩める」を切り替える「間」と捉

えることもできるだろう。写真1、写真2、写真4の

〈第二空中局面I〉が小さいために、からだが未だ緩

んだまま、〈踏み切りII〉に入っているとみることが

できる。このような状況によって、強くロイター板に

働きかけることができない、あるいは、ロイター板か

らの働きかけに対応できなくなっていると考えられる。

その結果が、強く踏み切っている〈踏み切りI〉から

〈第一空中局面I〉にかけての運動姿勢と、〈踏み切

りII〉から〈第一空中局面II〉の姿勢に大きな違い

が生まれていると言える。このように考えると、第二

空中局面を生み出す、さらには、第一空中局面におい
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て、からだが緩む状況にするために、腕支持、踏み切

り（足支持）は「間」づくりとしての機能が必要にな

ると言えるだろう。

７．跳び箱運動の文化的な価値と運動技能

の関係性

大学生を対象に行った本事例では、「連結跳び箱」

という場の中で、切り返し系の技を行った。そこでは、

非循環運動である跳び箱運動を循環運動に変えたこと

によって、第二空中局面により意識が向き、そのため

の腕支持の重要性を考えざるを得ない状況の設定になっ

たと考えられる。

大学生を対象に行った跳び箱運動事例から支持につ

いて考察してきたように、跳び箱運動の空中局面を味

わうためには、左右軸回転を生み出し、切り替えると

いう機能があること、また、支持を行うためには、

「しめる（働きかける）－緩める（働きかけられる）」

という相互関係が成り立っていること、そして、「し

める（働きかける）－緩める（働きかけられる）」が

生まれるための「間」づくりとして大切な役割を担っ

ていることが明らかにされた。

支持という視点から、跳び箱運動（切り返し系）の

文化的な価値を味わうことができる運動過程を整理す

ると、図3のようになる。この運動経過から、跳び箱

運動の文化的な価値と運動技能との関係を考えてみる

と、「左右軸回転の切り替え」の技能は、第二空中局

面の運動姿勢を決定させ、からだを「しめる－緩める」、

「間づくり」としての技能は、空中に運動者を誘うた

めの技能であるために、「第二空中局面の雄大さ」と

いう跳び箱運動の文化的な価値と運動技能は、表裏一

体・相互補完の関係であることが明らかとなった。こ

れは、障害を跳びこすための手段としての体重移動の

技能の位置づけとは違った認識であるとみることがで

きる。

断わっておくが、これまで述べてきたことは、跳び

箱運動の「跳び箱を跳びこえる克服型の運動」という

認識を、「大きな空中局面を獲得する達成型の運動」

への転換を唱えるものではない。つまり、空中局面が

大きく雄大であれば評価され、小さければ否定される

のではないということである。写真1、写真2、写真

3、写真4のような姿は、現段階では跳び箱運動を特

徴づける文化的な価値には触れてはいないが、もっと

空中局面のおもしろさを味わいたいという興味をもち

ながら、運動へ参加しているかということが重要なの

である。また、局面のおもしろさを味わうための入り

口として、跳びこすこと（克服すること）がおもしろ

いということに触れさせることも重要だと言えるだろ

う。さらに、本事例で取り扱った連結跳び箱を行うこ

とによって、だれもが跳び箱運動の文化的な価値を味

わうことができるということではない。場を実体とし

て捉えるのではなく、文化的な価値を生み出す関係を

つくるための状況という視点からつくることが大切で

ある。

また、空中へ身を投げ出す、からだが緩み、解放さ

れるという経験は、子どもにとって恐怖を感じ、難し

いと言えるかもしれない。しかし、先人が生み出し、

継承されている跳び箱運動という運動文化に対して、

一面的な「跳びこえる」ということに価値を限定する

のではなく、運動者と器械との対話の中で、局面の雄

大さが生まれ、広がりがある世界に子どもを誘うこと

が教師にとって必要である。

８．おわりに

本研究では、跳び箱運動とは、支持によって生まれ

る空中局面のおもしろさを味わうことが文化的な価値

であると整理された。また、向山の「法則化運動」を

批判的に捉えながら、おもしろさと支持の関係を検討

してきた。そこでは、支持とは、左右軸回転を生み出
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図3 文化的な価値を味わうことができる跳び箱運動（切り返し系）過程



す機能として働き、支持のためには「しめる（働きか

ける）－緩める（働きかけられる）」ことが大切であ

るということ、さらには、「しめる－緩める」の切り

替えが起こるような「間」づくりとしての機能が不可

欠な要素であることが明らかになった。この3つの視

点を持ちながら、運動状況の設定、子どもの運動を観

察することで、局面のおもしろさを味わうことが可能

になると考察された。

本事例で扱った連結跳び箱によって、これまで軽視

されがちであった第二空中局面への意識が強まり、よ

り（腕）支持の意味を引き出すことができたと言える

が、場としては危険を伴い困難な場であるために、そ

のまま学校現場に取り入れるには、検討が必要である。

そのため、子どもたちが第二空中局面の雄大さという

文化的な価値に触れることができるような運動状況づ

くりが、今後の課題と言える。
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